


　

先
の
６
月
定
例
議
会
に
お
け

る
議
員
の
一
般
質
問
に
お
い

て
、「
出
産
祝
金
支
給
条
例
に

関
し
て
、
支
給
要
件
の
見
直
し
を
す
べ
き
」

と
の
意
見
と
、「
出
生
届
を
受
理
し
た
段
階

で
祝
金
を
手
渡
し
し
た
方
が
お
祝
い
の
気

持
ち
が
伝
わ
る
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う

指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
現
金
で
は
な
く
横
手
市
共

通
商
品
券
に
よ
り
支
給
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、「
窓
口
で
の
直
接
支
給
と
な
る
と
金
券

の
管
理
に
課
題
が
残
る
が
、
要
件
の
見
直

し
に
つ
い
て
は
検
討
す
る
」
旨
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
７
月
の
大
雨
に

よ
り
被
災
し
、
営
業
停
止
と

な
っ
て
い
る
横
手
公
園
ス
キ
ー

場
。
子
育
て
世
帯
や
ス
キ
ー
愛
好
者
を
中

心
に
、
再
開
を
望
む
声
が
多
数
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
小
学
校
の
ス
キ
ー
授
業
が

天
下
森
ス
キ
ー
場
に
集
中
し
て
い
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
混
雑
緩
和
や
施
設
整
備
の
対

策
も
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
本
年
３
月
定
例
議
会

　

横
手
市
ス
キ
ー
協
会
よ
り
、

同
ス
キ
ー
場
の
早
期
再
開
と
存

続
を
求
め
る
陳
情
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

◆
本
年
６
月
定
例
議
会

　

横
手
シ
ニ
ア
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
か
ら
も
存

続
を
求
め
る
陳
情
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

消
費
税
率
10
％
へ
の
引
き
上

げ
に
伴
い
実
施
さ
れ
る
「
幼
保

無
償
化
」。
国
の
方
針
で
は
、

給
食
材
料
費
な
ど
実
費
徴
収
し
て
い
る
費

用
は
、
無
償
化
の
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

◆
本
年
６
月
定
例
議
会

　

市
保
育
所
経
営
者
協
議
会
・

保
育
協
議
会
か
ら
の
請
願
は
、

●
全
家
庭
の
給
食
材
料
費
の
無
償
化

●
無
償
化
が
難
し
い
場
合
は
、
給
食
材
料 

　

費
の
設
定
と
徴
収
を
市
が
行
う

こ
と
を
求
め
る
内
容
で
し
た
。
市
の
見
解

は
「
県
の
制
度
を
見
極
め
検
討
す
る
」
と

の
こ
と
で
、
不
確
定
な
要
素
も
多
く
、
請

願
は
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
議
会
冒
頭
、
方
針
が
示
さ

れ
ま
し
た
。
補
正
予
算
の
成
立

に
よ
り
、
県
の
助
成
制
度
に
市

が
上
乗
せ
す
る
こ
と
で
、給
食
材
料
費
（
副

食
費
）
は
全
額
無
料
と
な
り
ま
す
。

会議資料と審議結果は
こちらからご覧いただ
けます。

会議会議会議会議会議会議資料資料資料資料資料資料
こちこちこちこちちらからからからか
けまけまけまけまけますす。す。す。す。
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出
産
祝
金
支
給
条
例
の
改
正

支
給
要
件
を
一
部
見
直
し

営
業
停
止
中
の
横
手
公
園

ス
キ
ー
場
、
予
備
調
査
へ

幼
保
の
無
償
化

給
食
材
料
費
は
全
額
無
料
へ

■人権擁護委員を推薦
　戸田富紀子氏（横　手新）
　鈴木るみ子氏（横　手新）
　越後谷綾子氏（横　手新）
　鈴木　長悦氏（大　雄新）
　七尾喜美代氏（横　手再）
　髙橋　純一氏（十文字再）
　狩野　和枝氏（雄物川再）

　
「
生
ま
れ
た
子
ど
も
を
祝
福

す
る
」
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

一
部
要
件
が
緩
和
さ
れ
ま
す
。

●
子
が
出
生
に
よ
り
横
手
市
に
住
民
登
録

　

さ
れ
た
と
き

●
申
請
者
は
子
の
父
ま
た
は
母

●
子
が
１
歳
に
達
す
る
日
ま
で
申
請

　

全
会
一
致
に
よ
り
条
例
改
正

案
は
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
令
和
元
年

９
月
20
日
以
降
に
生
ま
れ
た
子
ど
も
を
対

象
と
し
て
い
る
こ
と
に
は
、
制
度
改
正
前

後
の
不
公
平
感
が
無
い
よ
う
に
、
さ
か
の

ぼ
っ
て
申
請
で
き
る
よ
う
に
す
る
べ
き
だ

と
の
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。

　

市
が
横
手
市
財
産
経
営
推
進
計
画
（
Ｆ

Ｍ
計
画
）に
よ
り
進
め
て
い
る「
施
設
の
集

約
」
の
方
向
性
と
同
一
に
議
論
す
べ
き
で

は
な
い
と
し
て
、陳
情
を
採
択
し
ま
し
た
。

　
「
再
開
」
が
決
定
し
た
訳
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
後
、
予

備
調
査
を
行
う
た
め
の
補
正
予

算
が
成
立
し
ま
し
た
。

■一般会計補正予算
　健康増進法の改正に伴
い、特定屋外喫煙場所を設
置することになりました。
順次、条里南・増田・平鹿・
十文字・山内・大雄の各庁
舎と消防署南分署、かまく
ら館に整備されます。　　

「廃止」の方針が示され
営業停止中の横手公園スキー場

　

９
月
定
例
議
会
最
終
日
、
齋
藤
光
司

議
長
か
ら
議
長
辞
職
願
が
提
出
さ
れ
ま

し
た
。

７
月
の
公
務
出
張
中
、
新
幹
線
の
車
内

で
「
酒
に
酔
っ
て
大
声
で
騒
い
だ
」
こ

と
な
ど
を
指
摘
す
る
一
市
民
か
ら
の
投

書
に
よ
る
も
の
で
す
。
齋
藤
議
員
は
記

載
内
容
を
一
部
否
定
し
て
い
ま
す
が
、

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
市
民
の
み
な
さ
ま

の
信
頼
を
損
ね
混
乱
を
招
い
た
こ
と
に
、

改
め
て
市
議
会
と
し
て
深
く
お
詫
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

た
だ
ち
に
議
長
選
挙
が
行
わ
れ
、
播

磨
博
一
議
員
23
票
、
鈴
木
勝
雄
議
員
２

票
（
定
数
26
、
欠
員
１
）
に
よ
り
、
播

磨
議
員
が
新
議
長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
議
会
改
革
の
取
り
組
み
と
し

て
、
初
め
て
議
長
選
挙
の
立

候
補
表
明
を
議
場
に
て
行
い

ま
し
た
。

任
期
を
残
し
、
議
長
が
途
中
交
代
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※合併算定替特例…市町村合併前後で財源不足額の試算を比較し、不足額の大きい方を財源不足額とする特例。  
　合併後10年間は交付税額が保証されるが、その後合併後15年度までその額が逓減して交付される。

　降雪時期が予測できなくなってきている。
雪下ろし雪寄せ支援の実施期間を延長するこ
とはできないか。

　野焼きの通報が減らないのは、罰則があると
の認知がされていないからだと思われる。罰則
を強調して周知することが必要ではないか。

　雄物川地域局では、８０５０問題の解決に
向けた調査を行ったとのことだが、その結果
についてはどうだったか。

　介護系の施設が増えてきていることに伴い、
介護保険料の値上げに結びつかないか懸念し
ている。現状についてどうなっているのか。

　契約している事業者が確実に対応で
きる期間ということで契約しており、

事業者の他の業務との兼ね合いから実施期間
の延長は難しい。想定の範囲内の回数であれ
ば、事業者で臨機応変に雪下ろしなどの対応
をいただいているようだ。

　野焼きは
原則禁止さ

れているが、枝や
草の焼却など周辺
地域の生活環境に
与える影響が軽微
であるものは例外
とされている。た
だし、軽微なもの
の基準が明確でな
く、罰則を強調し
た周知は難しい。

　担当職員と保健師が６６世帯を訪問
した。その結果、生活保護などの行政

支援に結びつけられた例が3件あった。高齢
の親と子の2人世帯については、これまで見
守りの対象となっていなかったが、こういっ
た世帯の状況把握も必要と感じた。

　介護保険
事業は3年

ごとに計画を策定
し、その際は人
口・介護保険認定
者数・介護サー
ビス事業者の動
向・ニーズ調査な
どを行ったうえで
介護保険料を確定
する。情報収集し
ながら次の計画に
向けた取り組みを
行っており、保険
料が突然大幅に上
がることはない。

答弁

答弁

答弁

答弁

高齢者のみの世帯や、配偶者のいない女子
と児童のみの世帯などに、雪下ろしや雪寄
せの支援を行っています。

野焼きは「廃棄物の処理及
び清掃に関する法律」で禁
止されています。

（一部の例外を除く）

80代の親が 50代の子どもの生活を
支えるという問題。こうした親子が社
会的に孤立し、生活が立ち行かなくな
る深刻なケースが目立ち始めています。

介護保険利用の手引き（あ
んしん介護保険）は市の
ホームページでもご覧い
ただけます。
（ページ番号000001301）

　
　

生
産
年
齢
人
口
の
減
少
と
、
新
し

い
時
代
の
流
れ
を
見
据
え
た
今
後
の
事

業
展
開
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

商
工
業
に
関
す
る
各
種
事
業
の
見

直
し
を
進
め
、
人
口
減
少
時
代
に
即
し

た
施
策
の
方
向
性
を
再
検
討
す
る
。
自

動
車
関
連
企
業
の
集
積
地
で
あ
る
強
み

を
生
か
し
、
新
た
な
企
業
誘
致
、
事
業

拡
大
や
設
備
投
資
へ
の
支
援
を
進
め
、

市
内
企
業
の
多
様
性
を
確
保
し
て
い
く
。

　
　

２
０
３
０
年
に
は
、
生
産
年
齢
人

口
と
老
齢
人
口
が
同
じ
割
合
に
な
る
こ

と
が
予
測
さ
れ
て
い
る
。
す
で
に
人
材

の
奪
い
合
い
が
起
こ
っ
て
い
る
現
状
を

ど
う
認
識
し
て
い
る
の
か
。

　
　

A
タ
ー
ン
者
へ
の
仕
事
の
あ
っ
せ

ん
や
、
企
業
が
事
業
継
続
で
き
る
よ
う

労
働
力
の
確
保
を
支
援
し
て
い
く
。

　
　

企
業
誘
致
室
が
今
年
度
か
ら
、
企

業
誘
致
課
に
な
っ
た
。
誘
致
企
業
、
特

に
「
優
良
企
業
」
の
定
義
は
何
か
？

　
　
「
健
全
な
財
務
状
況
」や「
将
来
性
」

「
労
働
条
件
・
福
利
厚
生
」
な
ど
が
優
良

企
業
の
条
件
で
あ
る
。

　
　

市
は
、
企
業
の
状
況
を
ど
の
程
度

把
握
し
て
い
る
か
？

　
　

労
働
者
の
状
況
に
つ
い
て
、
平
成

30
年
度
市
就
業
環
境
調
査
で
回
答
の

あ
っ
た
市
内
３
２
１
社
か
ら
の
報
告
に

よ
る
と
、
正
社
員
が
76
・
５
％
。
そ
の

他
は
非
正
規
。
外
国
人
労
働
者
は

１
０
０
人
を
超
え
て
い
る
。
労
働
契
約

等
に
つ
い
て
市
で
は
把
握
し
て
い
な

い
。
ま
た
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
等
国
の
機

関
と
は
月
2
回
程
度
情
報
交
換
を
行

い
、
情
報
の
収
集
に
努
め
て
い
る
。

●
企
業
誘
致
に
つ
い
て

●
産
業
政
策
の

　

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て

答

答

答

答

問

問

問

問

７月16日に開かれた臨時議会では、以下の工事請負契約の締結について議決しました。
　●雄物川庁舎建設工事　建築本体：2億4570万円
　●十文字地域多目的総合施設建設工事　建築本体：5億868万円、電気設備：1億4904万円

　９月定例議会は「決算議会」と言われています。議長、議会選
出監査委員を除く全議員で構成する決算特別委員会を設置し、委
員長に寿松木孝委員、副委員長に木村清貴委員を選任。前年度の
一般会計及び特別会計、企業会計12件を審査し、全て全会一致に
て認定しました。

　ここからは、平成30年度一般会計決算について、決算特別委員会における総括質疑、
厚生・産業建設・総務文教の各分科会における質疑をピックアップしてお伝えします。

７月臨時議会の概要

総 

括 

質 

疑立た
つ

身み

万ま

ち

こ
千
子 

委
員

奥お
く
や
ま山　

豊と
よ
か
ず和 

委
員

ハチ ゴーマル マル
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　増田まんが美術館周囲の犬走りコンクリー
トにひび割れがある。この部分は、昨年度ま
でに行った工事の内容に含まれていたか。

　就農支援事業における新規就農者のター
ゲットをどのように考えているか。

　当市でも近年、床上浸水し大きな損害が発生
するケースが増えている。そのような災害に対
して現在の災害見舞金ではあまりにも少ない。
災害見舞金を見直しする考えはあるか。

　空き店舗利活用支援事業について、助成後
の追跡調査を行っているか。また、事業の分
析と今後の展開についてはどうなっているか。

　「横手を学ぶ郷土学」は、子どもたちが地域
の歴史や文化を知るための大事な機会となっ
ている。年数を区切った事業では、その機会
が途切れることも考えられるがどうか。

　現状と課題についてどうなっているか。

　定数は108名以内となっているが、指導
隊員数は現在84名となっており、定数の見
直しが必要ではないか。また、隊長、副隊長
は負担が多いので、今後の担い手確保の意味
からも役職手当の支給を検討してはどうか。

　生活インフラ整備加速化事業は、市民から
も喜ばれており、継続すべきと考えるが、市
としてどう評価しているか。

　他に優先して直すべきところがあっ
たため、昨年度までに行った工事の内

容には含まれていなかった。観光客などたく
さんの方をお迎えする施設として、このまま
にしておくのは好ましくないので、再度施工
業者と確認し、補修を進めるか検討していく。

　各地域の担い手として、偏りのない
人材発掘をしなければならないが、非農

家出身者では土地や機械の確保等、クリアしな
ければいけない課題も大きい。ＪＡと連携しな
がら情報提供するなど、あらゆる手を尽くして
新規就農者を増やしたいと考えている。

　最近の気象状況を見ると、以前では
想定外だった災害も、日本中で当たり

前のように発生している。災害見舞金の見直
しについて、いただいた意見を参考に、実際
どこまでできるか検討したい。

　補助要項では追跡調査の取り決め
や、何年以上営業しなければならない

という要件はないが、不定期で現地確認をし
ている。にぎわい創出のためにはある程度の
エリア設定が必要との意見もあり、どこでど
のような施策を行うかなど集中した取り組み
を検討する。

　全児童生徒と教員が「よこてだいす
き」というテキストを持っている。そ

れを活用して地域の歴史や文化について学
び、実際に祭りや行事に参加することで、地
域とのつながりが密接になった事例もある。

　横手市ではグリーンツーリズム推進
協議会として活動を行っているが、活

動を行っている地域に偏りがあり、大森地域
と増田地域が中心となって取り組んでいる。
今後は、受け入れ体制の構築などについて、
予算を有効に活用しながら市全域で取り組み
を進めていきたい。

　定数は見直しする必要があると考え
ているが、現在の隊員数は活動する上

での最低限の数であり、各地区の隊長とも協
議している。役職手当の件もあわせて検討し
たい。

　優先緊急課題として、平成29年度
から３ヵ年で新設された事業である。

今年度で終期を迎えるが、いまだに要望箇所
が多数寄せられており、今後もこの要望に応
えられるよう、何らかの形で継続できるよう
に協議していきたい。

答弁
答弁

答弁

答弁

答弁

答弁

答弁

答弁

まんが原画所蔵枚数日本一を誇る美術
館。令和元年5月の開館以降、10万
人以上の方にお越しいただきました。

新規就農者を育成するための農業技
術研修の奨励や、資金交付など、就
農に関する支援を行っています。

災害により被害を受けた場合、り災
者に対し災害見舞金が支給されます。

空き店舗を活用した事業の初期経費や、
中小事業者等の店舗イメージアップの
ための経費の一部を補助します。

全ての小学生・中学生が郷土への誇り
を持ち、次の世代に伝える心を学び、
地域のさらなる発展を目指す事業です。

各地域の特色ある自然や文化と、環境
や農産物などを生かして、体験型修学
旅行などの受け入れを行っています。

登下校時の誘導による交通事故の防止
や、交通安全運動の推進などの活動を
行っています。

身近な生活道路の補修や消融雪施設の
更新など、暮らしに密着した生活イン
フラの老朽化を解消します。

※犬走り…外壁から外側に向けて、建物を囲むようにして砂利やコンクリートで作ら
　れる細い外構部分

※
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問問

答答答答

答答

問問問問

問答

本ほ
ん　

間ま　

利と
し　

博ひ
ろ 

議
員

山や
ま　

形が
た　

健け
ん　

二じ 

議
員

青あ
お　

山や
ま　
　
　

豊
ゆ
た
か 

議
員

寿す

ず

き
松
木　
　
　

孝こ
う 

議
員

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
は 

30
年
度
の
移
住
者
実
績
は

駅
東
西
自
由
通
路
の
自
転
車
乗
り
入
れ
の
可
否
は

横
手
ラ
リ
ー
の
評
価
は

　
　

今
年
度
は
準
備
期
間
も
短
く
、
課

題
も
多
か
っ
た
と
い
う
認
識
は
共
通
し

て
い
る
が
、「
林
道
の
状
態
が
素
晴
ら
し

く
走
り
応
え
が
あ
っ
た
」
な
ど
、ラ
リ
ー

関
係
者
の
方
々
か
ら
は
、
高
い
評
価
を

い
た
だ
い
て
い
る
。

　

こ
の
素
晴
ら
し
い
コ
ー
ス
を
維
持
す

る
た
め
、
補
修
を
主
催
者
任
せ
に
せ
ず
、

市
で
十
分
な
補
修
を
施
す
事
で
継
続
開

催
に
つ
な
が
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　

主
催
者
側
と
の
取
り
決
め
に
従
っ

て
補
修
の
状
況
を
見
定
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
必
要
で
あ
れ
ば
対
応
し
て

い
く
こ
と
も
視
野
に
協
議
し
て
い
る
。

　
　

横
手
駅
東
西
自
由
通
路
の
自
転
車

乗
り
入
れ
を
可
能
に
し
て
欲
し
い
と
の

要
望
が
途
切
れ
な
い
。
乗
り
入
れ
の
可

能
性
を
探
っ
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

実
現
に
は
大
規
模
な
改
修
が
想
定

さ
れ
る
。
Ｊ
Ｒ
と
の
協
議
や
他
自
治
体

の
事
例
研
究
、
費
用
対
効
果
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
調
査
を
行
い
検
討
す
る
。

●
職
員
人
事
評
価
実
施
規
程
に
つ
い
て

　
　

被
評
価
者
と
の
面
談
、
開
示
の
実

態
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

面
談
は
年
に
複
数
回
行
っ
て
お

り
、
目
標
管
理
や
達
成
度
の
共
有
、
自

己
分
析
を
し
な
が
ら
話
し
合
っ
て
い
る
。

　
　

評
価
に
対
す
る
苦
情
相
談
申
し
出

の
実
態
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

申
し
出
を
受
け
た
こ
と
は
な
い
。

　
　

３
６
０
度（
多
面
）評
価
シ
ス
テ
ム

採
用
の
可
能
性
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

民
間
企
業
を
は
じ
め
、
一
部
自
治

体
で
も
導
入
の
動
き
が
あ
る
こ
と
を
承

知
し
て
い
る
。動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

　
　

今
年
か
ら
全
日
本
戦
と
し
て
７
月

下
旬
に
開
催
さ
れ
た
横
手
ラ
リ
ー
だ

が
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
対
す
る
評
価
に

つ
い
て
伺
う
。

　
　

横
手
ラ
リ
ー
は
、
ス
タ
ー
ト
や
車

両
整
備
な
ど
を
行
う
サ
ー
ビ
ス
パ
ー
ク

を
秋
田
ふ
る
さ
と
村
に
設
け
、
山
内
地

区
を
中
心
に
コ
ー
ス
が
設
定
さ
れ
、
７

月
26
日
か
ら
28
日
ま
で
開
催
さ
れ
た
。

開
催
期
間
中
、
サ
ー
ビ
ス
パ
ー
ク
に
は

約
３
８
０
０
人
、
コ
ー
ス
内
の
観
戦
場

所
に
は
３
５
０
人
の
観
客
が
訪
れ
、
選

手
及
び
関
係
者
の
８
５
０
人
が
宿
泊
す

る
な
ど
、大
き
な
経
済
効
果
が
あ
っ
た
。

　
　

初
の
開
催
で
も
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま

な
場
面
で
課
題
が
あ
っ
た
よ
う
に
感
じ

て
い
る
が
、
そ
の
改
善
策
な
ど
を
含
め
、

今
後
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

観
戦
場
所
の
選
定
や
チ
ケ
ッ
ト
の

販
売
方
法
、
サ
ー
ビ
ス
パ
ー
ク
で
の
施

設
面
な
ど
、
多
く
の
課
題
や
改
善
点
も

今
回
の
開
催
で
明
ら
か
に
な
っ
た
。

目指せ運動習慣の定着
自転車乗り入れの要望が多い
横手駅東西自由通路

林道のコース状態にも高い評価
横手ラリー

Q

Q

Q

Q

A

A

A

A

国
の
政
策
に
合
わ
せ
目
標
を
策
定
す
る

６
世
帯
９
名
の
方
が
移
住
し
た

さ
ま
ざ
ま
な
調
査
を
行
い
、
検
討
す
る

宿
泊
や
観
光
な
ど
大
き
な
経
済
効
果
が
あ
っ
た

一　般　質　問一　般　質　問

問問 問 答答

問 答答 大
会
等
に
向
け
て
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共

和
国
と
の
交
流
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
を
市
民
に
広

げ
、
人
的
な
交
流
を
継
続
し
な
が
ら
、

今
後
観
光
交
流
や
経
済
交
流
を
発
展
さ

せ
て
い
き
た
い
。

●
投
票
率
向
上
へ
の
取
り
組
み
を

　
　

交
通
弱
者
の
投
票
機
会
確
保
の
対

策
が
必
要
と
考
え
る
が
、
投
票
区
見
直

し
結
果
と
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

投
票
区
見
直
し
が
一
概
に
投
票
率

に
影
響
し
た
も
の
で
は
な
い
と
考
え
る

が
、
開
設
時
期
を
限
定
し
た
期
日
前
投

票
所
の
設
置
な
ど
方
策
を
検
討
す
る
。

　
　

現
在
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
は
各

部
署
と
の
連
携
が
難
し
い
。
ス
ポ
ー
ツ

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
目
標
を
よ
り
明

確
に
す
る
こ
と
で
、
具
体
的
な
施
策
が

見
え
て
く
る
と
考
え
る
。
次
期
計
画
の

見
通
し
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

国
が
定
め
る
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画

の
内
容
に
合
わ
せ
、
第
２
次
横
手
市
総

合
計
画
の
中
の
「
元
気
な
ま
ち
を
築
く

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
」
に
向
け
た
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
定
め
て
い
く
。

　
　

冬
期
間
を
含
め
た
運
動
習
慣
の
定

着
化
は
重
要
な
課
題
だ
。
各
地
域
が
持

つ
公
園
や
ス
キ
ー
場
跡
地
等
を
活
用
し
、

市
民
が
運
動
で
き
る
新
た
な
施
策
が
必

要
と
思
う
が
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

市
内
の
屋
内
施
設
の
活
用
を
促
進

し
利
用
者
の
利
便
性
を
図
っ
て
い
る

が
、
弱
い
部
分
で
も
あ
る
の
で
新
た
な

取
り
組
み
が
可
能
か
検
討
を
進
め
る
。

●
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
の
交
流
は

　
　

２
０
２
０
年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技

問答問

問答 答
　
　

ア
ン
ケ
ー
ト
に
関
し
て
は
、
こ
れ

か
ら
の
事
業
展
開
に
つ
い
て
大
い
に
役

立
つ
と
こ
ろ
も
あ
る
と
思
う
。
実
際
に

で
き
る
も
の
か
ど
う
か
、
是
非
検
討
し

て
い
き
た
い
。

●
空
き
家
を
活
用
し
た
取
り
組
み
を

　
　

他
の
自
治
体
で
は
、
市
が
空
き
家

を
借
り
上
げ
、
リ
フ
ォ
ー
ム
を
し
て
移

住
者
に
貸
し
出
す
と
い
う
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
。
当
市
で
も
で
き
な
い
か
。

　
　

民
間
事
業
者
が
販
売
や
賃
貸
を
さ

れ
て
い
る
住
宅
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
市

で
直
接
行
う
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

　
　

移
住
者
実
績
が
少
な
い
と
感
じ
る
。

何
を
も
っ
て
移
住
者
と
し
て
数
え
る
の

か
。
デ
ー
タ
の
取
り
方
も
重
要
だ
と
考

え
る
。
こ
の
実
績
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　

移
住
者
の
実
績
は
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

秋
田
移
住
定
住
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
」

へ
の
移
住
登
録
を
利
用
し
て
、
当
市
に

移
住
さ
れ
た
方
の
数
値
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、「
移
住
」
自
体
の
統
一
的
な

定
義
が
な
く
、
捉
え
方
に
よ
っ
て
数
値

が
変
わ
っ
て
く
る
も
の
と
考
え
る
。
当

市
と
し
て
は
、
当
該
セ
ン
タ
ー
の
数
値

を
、
引
き
続
き
「
移
住
者
数
の
実
績
」

と
し
て
捉
え
て
い
き
た
い
。

●
転
入
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
を

　
　

県
外
か
ら
の
移
住
や
、
Ｕ
タ
ー
ン

等
の
移
住
実
績
を
正
確
に
把
握
し
、
移

住
後
の
フ
ォ
ロ
ー
や
、
今
後
の
移
住
定

住
促
進
事
業
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
に

も
、
転
入
時
に
窓
口
で
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
す
る
べ
き
だ
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

様々な移住支援が受けられる「ＮＰＯ
法人秋田移住定住総合支援センター」

※360度（多面）評価…人事評価制度の一つ。上司からだけでなく、同僚や部下など、
　立場や対象者との関係性が異なる複数の評価者によって多面的に評価する手法。　

問答
　
　

来
年
度
の
職
務
経
験
者
の
行
政
職

受
験
資
格
に
つ
い
て
、
県
外
在
住
者
と

し
た
の
は
な
ぜ
か
。

　
　

地
元
企
業
か
ら
「
優
秀
な
人
材
に

退
職
さ
れ
て
大
き
な
痛
手
だ
」
と
指
摘

を
受
け
た
。
優
秀
な
人
材
を
県
外
在
住

者
か
ら
発
掘
し
、
地
元
企
業
と
共
に
地

域
の
発
展
を
目
指
す
。
ま
た
、
県
外
在

住
者
を
一
人
で
も
横
手
市
に
転
入
し
て

欲
し
い
と
の
思
い
か
ら
受
験
資
格
を
見

直
し
た
。

■
そ
の
他
の
質
問

・
人
事
評
価
の
Ｓ
評
価
と
Ａ
評
価
の
違
い

に
つ
い
て

※
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問問

答答答

答答

問問問

問答

立た
つ　

身み　

万ま

ち

こ
千
子 

議
員

土つ
ち　

田だ　

百ゆ

り

こ
合
子 

議
員

小
中
学
校
に
冷
房
設
備
が
必
要
で
は

Ｎｅ
ｔ
１
１
９
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
の
早
期
導
入
を

資
産
を
紹
介
す
る
方
法
な
ど
、
教
育
分

野
で
の
活
用
も
検
討
し
て
い
く
。

●
災
害
時
の
迅
速
な
情
報
収
集
を

　
　

氾
濫
し
や
す
い
河
川
に
カ
メ
ラ
を

設
置
し
災
害
情
報
を
集
め
る
な
ど
、
現

場
映
像
の
活
用
で
災
害
時
に
迅
速
に
対

応
で
き
る
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
活
用

し
た
災
害
時
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
体
制
を
、

当
市
で
も
導
入
で
き
な
い
か
。

　
　

県
で
は
、
同
様
の
シ
ス
テ
ム
を
今

年
度
の
総
合
防
災
訓
練
で
試
験
的
に
運

用
し
、
来
年
度
の
導
入
に
向
け
て
構
築

し
て
い
る
。
県
の
動
向
を
踏
ま
え
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
な
ど
で
の
情
報
収
集
方
法
を
探
る
。

●
地
球
温
暖
化
へ
の
対
策
は

　
　

猛
暑
日
は
年
々
増
え
て
い
き
、
我

慢
の
限
界
を
超
え
て
い
る
。
小
中
学
校

の
冷
房
設
備
を
拡
充
さ
せ
る
こ
と
が
必

要
で
は
な
い
か
。

　
　

昨
年
度
と
同
じ
方
針
だ
。
校
内
で

暑
さ
か
ら
避
難
で
き
る
場
所
と
し
て
、

図
書
室
や
会
議
室
な
ど
の
共
有
ス
ペ
ー

ス
を
中
心
に
冷
房
設
備
を
設
置
す
る
。

ま
た
、
屋
外
で
の
作
業
が
中
心
と
な
る

校
務
員
の
熱
中
症
予
防
策
と
し
て
、
校

務
員
室
の
冷
房
に
つ
い
て
今
年
度
設
計

し
、次
年
度
の
設
置
を
予
定
し
て
い
る
。

　
　

猛
暑
に
よ
る
人
体
へ
の
影
響
と
対

策
は
。

　
　

特
に
、
高
齢
者
世
帯
や
、
独
居
世

帯
へ
の
訪
問
に
よ
る
、
熱
中
症
の
知
識

の
普
及
・
啓
発
や
、
食
中
毒
予
防
強
化

に
努
め
る
。

　
　

高
齢
化
に
伴
う
雪
対
策
は
。

　
　

狭
い
道
路
は
除
雪
活
動
団
体
に
活

動
費
を
補
助
し
、
雪
寄
せ
は
シ
ル
バ
ー

　
　

聴
覚
や
言
語
に
障
が
い
の
あ
る
方

を
対
象
に
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
携
帯

電
話
な
ど
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
機

能
を
利
用
す
る
、
Ｎｅ
ｔ
１
１
９
緊
急

通
報
シ
ス
テ
ム
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

こ
れ
ま
で
に
は
で
き
な
か
っ
た
Ｇ

Ｐ
Ｓ
の
位
置
情
報
を
活
用
し
た
通
報
者

の
位
置
の
特
定
や
、
い
わ
ゆ
る
チ
ャ
ッ

ト
機
能
の
活
用
に
よ
り
状
況
が
把
握
し

や
す
く
な
る
た
め
検
討
を
進
め
る
。

●
Ｖ
Ｒ
技
術
の
観
光
分
野
で
の
活
用
は

　
　

Ｖ
Ｒ
技
術
を
か
ま
く
ら
や
夏
祭
り
、

後
三
年
合
戦
や
大
鳥
井
山
遺
跡
な
ど
、

観
光
に
生
か
す
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

　
　
「
横
手
を
学
ぶ
郷
土
学
」
の
総
合

テ
キ
ス
ト
「
よ
こ
て
だ
い
す
き
」
で
は
、

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
込
む
こ
と
で
空
撮

画
像
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
な
ど
、
比

較
的
容
易
に
取
り
組
め
る
手
法
で
活
用

し
て
い
る
。
今
後
は
、
情
報
端
末
を
活

用
し
た
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
新
し
い
技
術

を
探
り
、
市
内
の
観
光
資
源
や
歴
史
的

雪冷房の貯雪庫内「あさくら館」

緊急通報時の司令塔となる通
信指令室

Q

Q

A

A

図
書
館
な
ど
の
共
有
ス
ペ
ー
ス
に
設
置
す
る

関
係
部
局
と
連
携
し
検
討
を
進
め
た
い

一　般　質　問一　般　質　問

※VR…バーチャル・リアリティ。仮想現実。コンピューターによって作られた仮想的
　な世界を、 あたかも現実世界のように体験できる技術。

問答 人
材
セ
ン
タ
ー
等
に
依
頼
し
て
い
る
が
、

雪
下
ろ
し
作
業
と
も
に
担
い
手
が
不
足

し
て
お
り
受
託
先
確
保
が
課
題
で
あ
る
。

　
　

気
候
の
変
化
に
つ
い
て
の
対
策
は
。

　
　

農
業
へ
の
影
響
は
、
農
作
物
の
品

質
低
下
や
、
病
害
虫
の
拡
大
の
ほ
か
、

自
然
災
害
に
よ
る
農
業
用
施
設
の
被
害

も
心
配
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
県
や
Ｊ

Ａ
な
ど
と
連
携
し
て
強
靭
化
対
策
事
業

等
を
実
施
し
、
被
害
抑
制
に
努
め
る
。

■
そ
の
他
の
質
問

・
雪
冷
房
の
促
進
と
課
題
に
つ
い
て

・
暑
さ
が
厳
し
く
な
る
時
期
の
、
地
域

の
見
守
り
強
化
に
つ
い
て

※

大お
お

日ひ
な
た向　

香こ
う　

輝き 

議
員

加か　

藤と
う　

勝か
つ　

義よ
し 

議
員

横
手
市
消
防
署
西
分
署
の
立
地
に
つ
い
て

閉
校
し
た
学
校
の
校
歌
の
一
元
保
存
が
必
要

黒煙の立ち昇る西部斎場

Q

Q

A

A

迅
速
な
出
動
に
必
要
不
可
欠
、
理
解
を
願
い
た
い

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
開
を
検
討
す
る

問問 答答

問答 ●
横
手
明
峰
中
学
校
の
冷
房
の
整
備
は

　
　

横
手
明
峰
中
学
校
の
周
囲
の
騒
音

を
考
慮
す
る
と
冷
房
の
整
備
を
急
ぐ
べ

き
で
は
な
い
か
。

　
　

十
文
字
第
一
小
学
校
、
横
手
南
小

学
校
な
ど
、
消
防
署
や
病
院
に
近
い
学

校
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
サ
イ
レ
ン

の
音
に
よ
り
支
障
が
あ
っ
た
と
は
聞
い

て
い
な
い
。
横
手
明
峰
中
学
校
に
お
い

て
も
同
様
に
騒
音
と
捉
え
る
も
の
で
は

な
い
と
考
え
る
。

　
　

西
分
署
の
建
設
予
定
地
の
近
隣
に
、

西
部
斎
場
と
横
手
明
峰
中
学
校
が
あ
る
。

消
防
車
両
の
緊
急
出
動
時
の
サ
イ
レ
ン

が
式
事
の
騒
音
に
な
っ
た
り
、
学
習
の

妨
げ
に
は
な
ら
な
い
か
。

　
　

ど
れ
を
と
っ
て
も
住
民
生
活
に
無

く
て
は
な
ら
な
い
施
設
で
あ
る
。
捉
え

方
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
あ
る
が
、
市
と
し

て
は
、
住
民
の
方
々
か
ら
あ
り
が
た
い

施
設
と
捉
え
て
い
た
だ
け
る
よ
う
努
力

し
た
い
。

●
西
部
斎
場
移
転
場
所
の
検
討
を

　
　

西
部
斎
場
の
立
地
や
老
朽
化
を
考

え
る
と
移
転
す
べ
き
と
思
う
。
移
転
の

候
補
地
と
し
て
、
遊
休
施
設
で
あ
る
雄

物
川
陸
上
競
技
場
を
検
討
で
き
な
い
か
。

　
　

東
部
斎
場
や
南
部
斎
場
と
は
異
な

る
立
地
環
境
に
あ
る
。
ま
た
、
西
部
斎

場
の
火
葬
炉
や
建
物
の
老
朽
化
が
進
ん

で
お
り
、
今
後
の
整
備
方
針
に
つ
い
て

横
手
市
財
産
経
営
推
進
計
画
に
基
づ
き
、

関
係
部
局
で
協
議
を
行
っ
て
い
く
。

問答問

問 答答 も
考
慮
し
、
防
災
行
政
無
線
の
存
続
を

再
考
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　

デ
ジ
タ
ル
化
に
更
新
す
る
に
は
、

設
置
経
費
な
ど
の
問
題
か
ら
、
令
和
４

年
で
廃
止
し
、
更
新
は
し
な
い
。
避
難

情
報
や
行
政
情
報
な
ど
は
引
き
続
き
防

災
ラ
ジ
オ
な
ど
に
て
情
報
を
提
供
す
る
。

　
　

防
災
ラ
ジ
オ
も
全
戸
貸
与
に
な
っ

て
い
な
い
。
ど
う
や
っ
て
防
災
情
報
の

第
一
報
を
市
民
に
伝
え
る
の
か
。

　
　

よ
こ
て
安
全
安
心
メ
ー
ル
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
デ
ー
タ
放
送
な

ど
、
多
様
な
ツ
ー
ル
を
使
い
発
信
す
る
。

　
　

合
併
後
に
学
校
統
合
が
進
み
、
多
く

の
小
中
学
校
が
閉
校
し
て
い
る
。
学
校

は
そ
の
地
域
の
歴
史
で
あ
り
、
校
歌
に

は
そ
れ
ぞ
れ
の
風
土
や
風
景
な
ど
の
地

域
愛
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
閉
校
し
た

学
校
の
校
歌
の
音
源
や
譜
面
を
一
元
管

理
し
、
公
開
で
き
な
い
か
。

　
　

校
歌
の
音
源
の
一
部
は
、
保
管
し

て
い
る
。
譜
面
は
図
書
館
な
ど
に
保
管

さ
れ
て
い
て
、有
料
で
提
供
し
て
い
る
。

今
後
、
閉
校
に
な
っ
た
学
校
の
現
存
す

る
校
歌
を
一
元
管
理
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
で
公
開
で
き
な
い
か
検
討
す
る
。

●
緊
急
時
の
情
報
発
信
を
ど
う
す
る
か

　
　

合
併
前
か
ら
、
大
森
、
大
雄
、
山

内
、
雄
物
川
地
域
で
利
用
さ
れ
て
き
た

防
災
行
政
無
線
が
、
令
和
４
年
11
月
で
デ

ジ
タ
ル
化
に
更
新
し
な
け
れ
ば
使
用
で

き
な
く
な
る
。
当
局
で
は
更
新
せ
ず
に

廃
止
す
る
と
し
て
い
る
。
国
で
は
、
防

災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進
し

て
お
り
、
財
政
措
置
も
あ
る
。
地
域
性

地域愛と卒業者の思い出が詰まる
校歌額（金沢小学校）
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菅す
が　

原わ
ら　

亀き

よ

し
代
嗣 

議
員

菅す
が　

原わ
ら　

正た
だ　

志し 

議
員

小
中
学
校
の
エ
ア
コ
ン
設
置
は

市
が
目
指
す
地
域
づ
く
り
と
は
何
か

QA

普
通
教
室
へ
の
設
置
は
考
え
て
い
な
い

自
主
運
営
組
織
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
に

問答

答 答答答

く
し
、
踊
り
場
を
設
置
す
る
な
ど
改
良

工
事
を
進
め
て
い
る
。
駅
東
西
口
の
整

備
を
含
め
、
関
係
機
関
と
の
調
整
を
図

り
、
駅
機
能
の
向
上
を
検
討
す
る
。

●
地
域
の
お
祭
り
へ
の
助
成
金
は

　
　

浅
舞
八
幡
神
社
祭
典
の
山
車
の
人

形
リ
ー
ス
料
に
対
す
る
助
成
金
制
度
は

あ
る
の
か
。

　
　

昨
年
度
「
町
内
会
等
活
動
補
助
金
」

を
新
設
。
各
地
域
の
祭
り
や
伝
統
文
化

継
承
の
事
業
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　
　

全
小
中
学
校
の
普
通
教
室
に
エ
ア

コ
ン
を
設
置
し
た
ら
、
ど
の
く
ら
い
の

工
事
費
が
か
か
る
の
か
。

　
　

普
通
教
室
全
３
３
０
室
で
約
13
億

円
、
そ
の
他
維
持
費
と
し
て
毎
年
約
１

億
円
か
か
る
見
込
み
で
あ
る
。

　
　

合
併
特
例
債
な
ど
有
利
な
財
源
を

活
用
し
、
小
中
学
校
の
普
通
教
室
に
エ

ア
コ
ン
を
整
備
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

共
有
ス
ペ
ー
ス
な
ど
へ
の
エ
ア
コ

ン
設
置
を
進
め
て
お
り
、
普
通
教
室
へ

の
設
置
は
考
え
て
い
な
い
。

　
　

小
中
学
校
の
長
寿
命
化
計
画
を
策

定
し
、
そ
の
中
で
目
標
年
次
を
定
め
た

ら
ど
う
か
。

　
　

熱
中
症
は
、
屋
外
の
諸
活
動
で
の

発
症
が
圧
倒
的
に
多
く
、
そ
の
対
策
な

ど
総
合
的
な
対
応
が
必
要
と
考
え
る
。

●
十
文
字
駅
交
通
政
策
の
推
進
を

　
　

十
文
字
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に

つ
い
て
。

　
　

Ｊ
Ｒ
で
は
、
跨
線
橋
の
勾
配
を
緩

問問答答 答問問

問 答答
　
　

事
務
作
業
を
担
っ
て
い
る
実
態
が

相
当
数
あ
る
。
し
か
し
、
団
体
ご
と
に

事
情
が
異
な
る
た
め
、
実
情
や
課
題
を

整
理
し
な
が
ら
団
体
と
協
議
を
進
め
る
。

●
図
書
館
司
書
の
任
用
と
育
成
は　
　

　
　

良
い
図
書
館
に
は
、
良
い
司
書
が

い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
知
識
と
経
験

を
積
み
重
ね
た
非
常
勤
司
書
の
雇
用
に

つ
い
て
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　
　

新
た
な
制
度
の
中
で
、
雇
用
年
限

を
検
討
す
る
。
知
識
と
経
験
を
大
い
に

活
用
し
、
職
員
全
体
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

を
目
指
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　

市
が
目
指
す
地
域
づ
く
り
と
は
。

　
　

地
域
ご
と
に
自
主
運
営
組
織
が
、

住
民
の
将
来
に
わ
た
る
安
心
な
暮
ら
し

を
持
続
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

　
　

目
標
に
向
け
て
の
現
状
は
ど
う
な

っ
て
い
る
か
。

　
　

交
流
セ
ン
タ
ー
化
に
向
け
て
準
備

委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
協
議
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
人
口
が
多
く
、

エ
リ
ア
が
広
範
囲
で
あ
る
地
域
で
は
、

ま
だ
時
間
を
要
す
る
状
況
で
あ
る
。

　
　

課
題
解
決
に
向
け
て
の
取
り
組
み

の
現
状
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　
　

特
に
第
２
層
生
活
支
援
協
議
体
と

の
連
携
は
不
可
欠
で
あ
る
。
セ
ン
タ
ー

長
の
公
募
、
事
業
の
出
前
型
に
つ
い
て

も
検
討
す
る
。

●
市
と
市
民
団
体
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て

　
　

市
が
市
民
団
体
の
事
務
作
業
を
担

っ
て
い
る
こ
と
は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
に

も
職
員
の
負
担
に
も
な
っ
て
い
る
と
思

う
が
、
そ
の
点
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

司書による読み聞かせを行う平鹿図書館

問問問問 QA

※第２層生活支援協議体…地域のことを話し合い、助け合いを創り出す場。第１層
　が市全体、第２層が旧市町村、第３層が町内や地区などを単位に構成される。

※

横手市議会ホームページ厚生常任委員会の
ページがご覧いただけます。

厚 生 常 任 委 員 会

けん引式車いす補助装置

厚生常任委員会の様子

厚生常任委員 髙 橋 和 樹・青山     豊・山 形 健 二・寿松木   孝・立身万千子・木 村 清 貴・小 野 正 伸・佐 藤 清 春

安
全
性
に
懸
念
が
残
る
ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま

な
視
点
か
ら
担
当
部
署
で
検
討
し
、
日
常

生
活
用
具
給
付
等
事
業
の
対
象
要
件
で
あ

る
、
日
常
的
に
使
用
す
る
用
具
で
は
な
い

と
判
断
す
る
」
と
の
見
解
が
あ
っ
た
。

　
　

日
常
生
活
の
範
囲
を
ど
う
捉
え
る
か

だ
。
海
や
山
に
行
っ
て
み
た
い
と
い
う
こ

と
は
、
子
ど
も
に
と
っ
て
は
日
常
生
活
そ

の
も
の
で
は
な
い
の
か
。
ま
た
、
転
倒
の

危
険
と
い
う
の
は
、
利
用
者
が
使
用
上
の

注
意
を
き
ち
ん
と
理
解
し
て
い
れ
ば
、
何

ら
問
題
の
な
い
話
で
は
な
い
か
。

　
　

日
常
生
活
に
つ
い
て
は
、
ど
こ
ま
で

が
日
常
か
と
い
う
線
引
き
を
き
ち
ん
と
す

る
こ
と
は
難
し
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
　

購
入
補
助
の
対
象
器
具
と
し
て
い
る

自
治
体
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
法
的
に

問
題
な
い
と
い
う
判
断
が
あ
る
か
ら
で
あ

る
と
思
う
の
で
、
市
の
障
が
い
者
施
策
に

対
す
る
姿
勢
の
問
題
だ
。

　
　

補
助
対
象
と
し
て
い
る
自
治
体
が
あ

る
と
い
う
こ
と
は
事
実
で
あ
る
の
で
、
絶

対
に
対
象
に
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
は

な
い
が
、
単
純
に
厚
生
労
働
省
令
で
定
め

て
い
る
要
件
に
該
当
さ
せ
る
の
は
難
し

い
。

　

委
員
よ
り
、「
横
手
市
は
豪
雪
地
帯
で
、

障
が
い
者
の
立
場
に
立
て
ば
、
日
常
生
活

が
困
難
な
地
域
に
な
る
。
そ
う
い
う
気
持

ち
を
く
み
取
っ
て
、
住
民
の
た
め
に
何
が

で
き
る
の
か
を
考
え
る
行
政
で
あ
っ
て
も

ら
い
た
い
」
な
ど
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
委
員
よ
り
賛
成
の
立
場
で
、「
Ｊ

Ｉ
Ｎ
Ｒ
Ｉ
Ｋ
Ｉ
は
全
世
代
に
使
え
る
も
の

で
あ
る
と
思
う
が
、
特
に
支
援
学
校
に
通

う
子
ど
も
た
ち
が
、
ど
こ
で
も
見
に
行
け

る
こ
と
が
、
当
た
り
前
の
教
育
、
生
活
で

あ
り
、
そ
れ
が
日
常
生
活
と
い
う
ふ
う
に

考
え
る
の
で
、
願
意
は
妥
当
だ
と
思
う
」

と
の
討
論
が
あ
っ
た
。

　

起
立
採
決
の
結
果
、
起
立
全
員
に
よ
り

採
択
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

答答 問問

◆
横
手
市
出
産
祝
金
支
給
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

 　
「
今
後
、
こ
の
よ
う
な
支
援
を
行
う
条

例
の
改
正
に
あ
た
っ
て
は
、
対
象
者
の
範

囲
を
年
度
当
初
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
な
ど
、

不
満
を
少
し
で
も
解
消
す
る
よ
う
に
考
慮

し
て
ほ
し
い
」
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。　

◆
け
ん
引
式
車
い
す
補
助
装
置
「
Ｊ
Ｉ
Ｎ

Ｒ
Ｉ
Ｋ
Ｉ
（
ジ
ン
リ
キ
）」
に
関
す
る
陳
情

・
陳
情
者
、
市
当
局
と
そ
れ
ぞ
れ
質
疑
を

行
っ
た
。

　

陳
情
者
か
ら
は
、「
こ
の
装
置
は
、
車

い
す
ユ
ー
ザ
ー
と
介
助
者
の
生
活
の
質
を

向
上
さ
せ
、移
動
範
囲
が
広
が
る
こ
と
で
、

障
が
い
が
あ
っ
て
も
、
よ
り
豊
か
な
体
験

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
、
災
害
時

に
は
命
を
守
る
行
動
が
で
き
る
よ
う
に
な

る
も
の
で
も
あ
る
の
で
、
日
常
生
活
用
具

給
付
等
事
業
の
購
入
補
助
の
対
象
に
な
る

こ
と
を
望
む
」
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　

一
方
、
市
当
局
か
ら
は
、「
陳
情
者
の

思
い
や
趣
旨
は
十
分
に
理
解
す
る
が
、
購

入
補
助
対
象
用
具
に
つ
い
て
は
、
厚
生
労

働
省
令
に
定
め
る
要
件
と
し
て
、
安
全
か

つ
容
易
に
使
用
で
き
る
も
の
と
な
っ
て
い

る
。
車
い
す
の
設
計
本
来
の
使
用
方
法
で

は
な
く
、こ
の
補
助
器
具
の
利
用
に
よ
り
、

重
心
バ
ラ
ン
ス
の
変
化
に
よ
る
転
倒
な
ど



計
画
）
で
譲
渡
の
方
針
を
示
し
て
い
る
施

設
で
あ
り
、
相
手
方
と
協
議
を
し
て
い
る
。

◆
令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

 

　

  

公
共
温
泉
施
設
の
民
間
譲
渡
に
よ

り
、
運
営
形
態
が
変
わ
っ
た
「
山
内
地
場

産
品
直
売
施
設
（
山さ

な

え
菜
恵
ち
ゃ
ん
）」
の

経
営
状
況
は
ど
う
か
。

　
　

昨
年
、
横
手
温
泉
郷
株
式
会
社
に
指

定
管
理
を
お
願
い
し
た
。
平
成
30
年
度
の

売
り
上
げ
実
績
は
、
前
年
度
と
比
較
し

17
・
１
パ
ー
セ
ン
ト
の
減
少
。
今
年
８
月

時
点
の
前
年
比
で
９・
６
パ
ー
セ
ン
ト
の

減
少
と
な
っ
て
い
る
。

　新たな特産品の研究開発及び生産振興を目的に、
増田地域に設置された①特産品開発施設、②特産
品生産施設、③穀類乾燥貯蔵施設の総称です。
　このうち、①と②の施設では、ナマズ等の養殖
を天下森振興公社に委託して行ってきましたが需
要が激減、その後チョウザメの試験養殖を行うも
期待された成果は得られず、平成30年度から事業
を中止していました。このため、両施設を廃止し、
大雪で倒壊した特産品生産施設について、今回の
補正予算により解体しようとするものです。

横手市特産品生産振興センターとは？
しらとり議員がお答えします！◆

災
害
対
策
室
を
視
察

　

昨
今
の
異
常
気
象
に
よ
る
災
害
な
ど
に

迅
速
に
対
応
す
る
た
め
、
条
里
北
庁
舎
に

常
設
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
災
害
対
策
室

を
視
察
し
た
。
会
議
室
に
は
、
電
子
黒
板

や
パ
ソ
コ
ン
な
ど
が
設
置
さ
れ
、
災
害
発

生
時
に
は
速
や
か
に
対
策
本
部
を
設
置
す

る
こ
と
が
可
能
に
な
り
、
各
関
係
機
関
か

ら
集
め
ら
れ
た
情
報
の
集
約
や
共
有
を
図

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。 

◆
市
議
会
と
し
て
、
秋
田
市
新
屋
へ
の
地

上
イ
ー
ジ
ス
配
備
反
対
の
意
見
表
明
を
求

め
る
陳
情

　

委
員
よ
り
、「
同
趣
旨
の
陳
情
が
平
成

29
年
12
月
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
。
当
時

は
、
ま
だ
情
報
も
な
く
、
何
も
分
か
ら
な

い
状
態
で
採
択
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と

い
う
こ
と
か
ら
、
不
採
択
と
し
た
経
緯
が

あ
る
。
状
況
と
し
て
は
、
前
回
、
不
採
択

と
し
た
時
と
変
化
が
な
い
の
で
は
な
い
か

と
思
う
。
現
段
階
で
採
択
、
不
採
択
を
決

め
る
の
は
な
か
な
か
難
し
い
た
め
、
継
続

審
査
と
す
る
べ
き
だ
と
考
え
る
」
と
の
意

見
が
あ
っ
た
。

　

継
続
審
査
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
起

立
採
決
の
結
果
、
出
席
者
可
否
同
数
と
な

り
、
委
員
長
裁
決
に
よ
り
、
継
続
審
査
は

せ
ず
、
直
ち
に
陳
情
の
審
査
を
行
う
こ
と
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と
し
た
。

　

委
員
か
ら
は
、「
県
内
各
議
会
、
あ
る

い
は
県
民
の
間
で
さ
ま
ざ
ま
な
話
が
出
て

い
る
案
件
で
あ
る
。
横
手
市
議
会
と
し
て

判
断
を
せ
ず
に
、
ず
っ
と
継
続
審
査
と
す

る
の
は
疑
問
に
思
う
。
こ
の
陳
情
は
新
屋

と
い
う
住
宅
地
が
近
い
場
所
へ
の
配
備
反

対
と
い
う
こ
と
を
訴
え
て
お
り
、
願
意
は

妥
当
で
は
な
い
か
と
思
う
」
と
の
意
見
が

出
さ
れ
た
。

　

起
立
採
決
の
結
果
、
出
席
者
可
否
同
数

と
な
り
、
委
員
長
裁
決
に
よ
り
、
採
択
す

べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

◆
令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　
　

横
手
公
園
ス
キ
ー
場
に
つ
い
て
、
有

効
な
調
査
を
行
う
た
め
の
予
備
調
査
と
は
、

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
調
査
を
行
う
の
か
。

　
　

現
地
に
入
り
、
目
視
に
よ
る
確
認
や

安
全
性
等
の
現
状
を
把
握
す
る
た
め
の
調

査
で
あ
る
。
今
後
の
方
向
性
を
検
討
す
る

た
め
の
判
断
材
料
の
一
つ
で
あ
り
、
ス
キ

ー
場
再
開
を
前
提
と
し
た
も
の
で
は
な
い
。

　
　

特
定
屋
外
喫
煙
場
所
等
整
備
事
業
に

つ
い
て
、
排
煙
装
置
な
ど
も
し
っ
か
り
設

備
し
た
も
の
を
作
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

一
般
財
源
で
の
対
応
で
あ
り
、
設
置

に
多
額
の
費
用
を
か
け
る
こ
と
は
で
き
な

い
が
、
美
観
を
損
な
わ
な
い
よ
う
な
も
の

を
設
置
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

委
員
よ
り
、反
対
の
立
場
で
、「
県
で
は
、

健
康
長
寿
社
会
の
形
成
に
向
け
、
健
康
寿

命
日
本
一
の
実
現
を
目
指
し
、
生
活
習
慣

病
の
発
症
及
び
重
症
化
の
予
防
に
向
け

た
、
健
康
づ
く
り
県
民
運
動
を
展
開
し
て

い
る
。
健
康
寿
命
日
本
一
を
目
指
す
う
え

で
、
受
動
喫
煙
を
防
ぐ
対
策
が
重
要
な
柱

で
あ
る
と
考
え
る
た
め
、
特
定
屋
外
喫
煙

場
所
等
整
備
事
業
に
は
反
対
す
る
」
と
の

討
論
が
あ
っ
た
。

　

起
立
採
決
の
結
果
、
起
立
多
数
に
よ
り

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

横手市議会ホームページ産業建設常任委員会の
ページがご覧いただけます。

横手市議会ホームページ総務文教常任委員会の
ページがご覧いただけます。

あなたと市議会  第60号  2019.10.15 あなたと市議会  第60号  2019.10.15

総務文教常任委員会 産業建設常任委員会

雪害により倒壊した特産品生産施設北庁舎に常設された災害対策室を視察

総務文教常任委員 産業建設常任委員菅 原 惠 悦・加 藤 勝 義・大日向香輝・髙 槗 聖 悟・塩田     勉・佐々木喜一・遠 藤 忠 裕・土田百合子 菅 原 正 志・本 間 利 博・奥 山 豊 和・播 磨 博 一・鈴 木 勝 雄・菅原亀代嗣・佐 藤 誠 洋・佐 藤 忠 久

屋外喫煙場所としてプレハブを設置（大森庁舎）

答答 問問

山林管理について現地を視察

◆
横
手
市
特
産
品
生
産
振
興
セ
ン
タ
ー
設

置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　

特
産
品
生
産
施
設
の
解
体
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。　

　
　

議
決
後
、
直
ち
に
発
注
し
、
工
期
を

１
月
末
ま
で
と
考
え
て
い
る
が
、
で
き
れ

ば
降
雪
期
前
に
め
ど
を
つ
け
た
い
。

 

　

 

今
回
の
条
例
改
正
で
、
穀
類
乾
燥
貯

蔵
施
設
ひ
と
つ
に
な
る
が
、
こ
の
施
設
の

運
用
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　
　

そ
ば
の
実
の
乾
燥
貯
蔵
施
設
と
し
て

主
に
天
下
森
振
興
公
社
が
使
用
し
て
い
る

が
、
横
手
市
財
産
経
営
推
進
計
画
（
Ｆ
Ｍ

答答

答

問問

問

山内地場産品直売施設「山菜恵ちゃん」

◆
山
林
管
理
に
関
す
る
所
管
事
務
調
査

　

　

今
年
度
か
ら
新
た
な
森
林
管
理
制
度
が

始
ま
る
こ
と
に
伴
い
、
こ
れ
ま
で
放
置
さ

れ
て
き
た
森
林
の
管
理
が
促
進
さ
れ
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
る
。
ま
た
、
平
成
29
年
７

月
に
発
生
し
た
大
雨
災
害
で
は
、
倒
木
等

が
流
入
し
、
河
川
が
閉
塞
し
た
こ
と
で
被

害
が
さ
ら
に
拡
大
し
た
。
そ
の
た
め
、
適

切
な
山
林
管
理
は
、
当
市
に
お
け
る
災
害

対
策
と
し
て
も
重
要
で
あ
り
、
今
後
さ
ま

ざ
ま
な
施
策
を
講
じ
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
産
業
建
設
常
任
委

員
会
で
は
、
大
森
地
域
の
林
道
を
視
察
し
、

山
林
管
理
に
関
す
る
調
査
を
行
っ
た
。

委員会審査報告委員会審査報告
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先進地から学ぶ先進地から学ぶ

　新居浜市は、江戸時代の「別
子銅山」に始まる住友グループ
の“城下町”と言われ、面積は横
手市の約3分の1、人口は11万
9000人。１世帯当りの人口は
2.07 人（横手市は2.61 人）、
年間出生数は約1000人（横手
市は約470人）となっている。

　県南部の魚沼盆地に位置し、
コシヒカリで知られる米産地で
降雪量も多い。高速交通体系へ
のアクセスが良く、自然環境や
地域資源を生かし、多彩な交流
が図られている。また、それに
よる市の発展・飛躍が期待され
ている。

　新居浜市の山側にある市立の
平尾墓園に隣接した第2平尾墓
園に2008年、建屋式の合葬墓
を建設。隣に大規模なサッカー場
があり、普段は閑静だが市民が憩
う公園でもあり、明るいイメージ
となっているのが印象的である。

　越後平野の北部に位置し、新
潟市に隣接する中核都市。コシ
ヒカリや県内屈指のアスパラガ
ス産地である。観光資源も豊富
で、城下町の風情もある。「住
みよいまち日本一 健康田園都
市・しばた」を目指している。

　2005年3月に尾道市に編入
された御調（みつぎ）町は、江戸
時代には石見銀山の銀を尾道ま
で運ぶ、幅7尺の街道が通って
いたという。海に近い山間の町
で、人口は8000 人ほど。視察
した公立みつぎ総合病院は全
670床。

　県のほぼ中央、新潟市と長岡
市の間に位置し、430㎢に９万
７０００人が暮らしている。
 　「金物のまち三条」として有
名で、金属加工業をベースにし
た地場産業が根付いている。新
幹線や高速道路のアクセスが抜
群である。

■登録者数や支援の内容など
　この事業には毎年10人前後が
登録。支援内容は家事が多い。
業務は市内の介護事業所に委託。
■利用の仕方・回数など
　原則、産後6カ月まで1日1回2
時間以内。10回まで利用可能。
　1時間500円の利用料で、月曜～
金曜の9時～17時に受入。

■グリーンツーリズムの事業内容
　事業実施のきっかけや、これ
までの歩み、実施主体と行政の関
わり方はどのようになってるか。
■事業の成果と課題
　事業実施により、どんな効果
がもたらされたか。また今後の課
題についてはどのようなものがあ
るか。

■市民に意向調査を実施
　2004年の豪雨災害で4カ所流失
した経験から、安定的提供にあたり
集約型にするか意向を調査した。
■合葬までの流れと利用料金
　一定期間、納骨壇で区分けし、
約25年後に合葬。一体用納骨壇
は、年1万500円。合葬室は 1体
につき1万500円（永代）。

■食の循環の営みを通して
　食と農の関連をどのように深
めてきたのか。また、特徴的な
取り組みは何か。
■関係部署の連携
　みらい創造課が主導し、関係
各課と連携して事業を実施。
■食育の実践内容とその効果、
　課題

■国に先んじて地域包括ケア 
   システムを構築できた理由
  手術が成功しても在宅ケアが思
わしくなく、再入院が増えた経験
から、1974年に「寝たきりゼロ
作戦」を開始。その後、住民参画な
どにより地域包括ケアなどの福祉
の重要性が、医師はじめ病院職員
や、地域住民にも認知されてきた。

■三条ものづくり学校
  閉校した小学校をリノベーショ
ンし、民間のノウハウを生かして
管理運営されている施設での、
ハード面・ソフト面の取り組み。
■ものづくりと定住・移住の　
　関連
■若者の流出防止・人材確保策

▶公私保育所26、公私幼稚園8、認
　定こども園や小規模保育所等が充実
　している上に各地域に児童センター
　が多数あり、独自のさまざまな取り
　組みに感銘。
▶引きこもりがちな親子に繋がるため
　にも、エンゼルヘルパーの存在は重
　要。　　　

▶観光協会の事務局長の熱意により、
　農業体験大学校の中で多彩な事業
　を実施。
▶友好都市の利用、口コミなどで参
　加者が増加。
▶外貨を稼ぐという目的が明確であ
　り、独立採算制の事業展開。
▶ひとつの事業が複合的な構成。

▶当初は、宗教団体からの抵抗があっ
　たとのことだが、宗教に関わらず受
　け入れ可能。
▶法要等が終わる約25年後に合葬室
　に遺骨を納めるので、納骨壇を増や
　す必要はなく、合理的な施設。
▶火気もなく、前面は防犯ガラスで防
　犯防災上も優れている。

▶「育てる⇒作る⇒食べる⇒返す」と
　いう食の循環が、条例などで明確化。
▶ご飯が炊ける年長児、弁当を作れる
　小学6年生、郷土料理のある夕食１
　食分を作れる中学3年生、という分 
　かりやすい到達目標の設定と実践
　は、食育の好事例。

▶ホスピスやデイケア施設、保育所等
　が町全体にあり、無駄のない施設利
　用。
▶リハビリ施設では、理学療法、作業
　療法、言語聴覚療法、音楽療法が取
　り入れられ、スタッフの層の厚さに
　感動。
▶地域包括ケアの大切さをスタッフ
　全員が理解している点に感銘。

▶高付加価値で高賃金な産業創出と
　にぎわいの創出には、人の流れをシ
　ミュレーションすることが重要。
▶マッチングの重要性を知るコーデ
　ィネーターが必要。
▶欲しい人材を育てる教育環境の整
　備が必要。
▶主体となる企業の存在が重要。

エンゼルヘルパー
派遣事業

グリーンツーリズムの
取り組み 合葬式納骨施設の運営食の循環による

まちづくり
地域包括ケアシステム

の取り組みものづくりの取り組み
7月4日（木）／愛媛県新居浜市7月8日（月）／新潟県南魚沼市 7月4日（木）／愛媛県新居浜市7月9日（火）／新潟県新発田市7月10日（水）／新潟県三条市  7月5日（金）／広島県尾道市

ポイントポイント ポイントポイント ポイントポイント

視察を終えて視察を終えて 視察を終えて視察を終えて 視察を終えて視察を終えて 視察を終えて視察を終えて 視察を終えて視察を終えて 視察を終えて視察を終えて

産業建設常任委員会 厚生常任委員会

議会改革推進会議

議
会
改
革
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
①

議
会
改
革
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
②

７
月
22
日（
月
）／
福
島
県
伊
達
市

７
月
23
日（
火
）／
宮
城
県
柴
田
町

　

戦
国
大
名
「
伊
達
氏
」発
祥

の
地
で
、特
産
の
干
し
柿
「
あ

ん
ぽ
柿
」、桃
等
の
果
物
や
野

菜
は
全
国
で
も
有
数
の
産
地
。

伊
達
市
議
会
は
、政
策
立
案
や

政
策
提
言
を
ま
と
め
上
げ
る

体
制
が
整
っ
て
い
る
な
ど
、先

進
的
な
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
る
。　

宮
城
県
南
部
に
位
置
し
仙
台
都
市

圏
に
含
ま
れ
、江
戸
時
代
は
船
岡
城
や

城
下
町
が
あ
っ
た
。町
内
に
は
陸
上
自

衛
隊
船
岡
駐
屯
地
、仙
台
大
学
が
あ

る
。柴
田
町
議
会
は
、少
人
数
茶
話
会

に
取
り
組
み
、議
会
改
革
で
東
北
の
町

村
中
ト
ッ
プ
の
評
価
を
受
け
て
い
る
。

視
察
を
終
え
て

視
察
を
終
え
て

■
議
員
定
数
等
議
会
改
革
特
別
委
員
会

　

議
会
報
告
会
な
ど
に
お
い
て
出
さ
れ

た
意
見
や
課
題
に
つ
い
て
、
政
策
討
論

会
を
行
っ
て
い
る
。

■
積
極
的
な
政
策
形
成
サ
イ
ク
ル

　

市
へ
の
政
策
提
言
に
結
び
つ
け
る
た

め
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
る
。

■
正
副
議
長
選
挙
の
公
開

　

立
候
補
表
明
は
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
。

■
議
会
行
動
計
画

　

議
会
基
本
条
例
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
で

検
証
し
出
さ
れ
た
課
題
を
踏
ま
え
、
改

革
項
目
を
行
動
計
画
に
盛
り
込
ん
で
い
る
。

■
高
校
生
と
の
懇
談
会

　

4
〜
5
人
程
度
の
小
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
、
ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ
方
式
を
取
り

入
れ
、
和
や
か
な
雰
囲
気
で
高
校
生
と

意
見
を
交
わ
し
て
い
る
。

■
正
副
議
長
選
挙
の
公
開

　

立
候
補
表
明
は
目
標
と
捉
え
て
い
る
。

視
察
を
終
え
て

視
察
を
終
え
て

▼
政
策
討
論
会
の
テ
ー
マ
を
決
め
、会
派
ご

　

と
に
意
見
が
そ
ろ
え
ば
、市
へ
の
政
策
提

　

言
を
す
る
。

▼
議
会
改
革
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
る
議

　

員
か
ら
話
を
聴
く
こ

　

と
が
で
き
た
。

▼
横
手
市
議
会
と
し
て

　

の
テ
ー
マ
を
決
め
、

　

議
員
間
討
議
を
行
う

　

な
ど
、政
策
提
言
を

　

す
る
方
向
に
努
力
す

　

べ
き
と
感
じ
た
。

▼
懇
談
会
を
行
う
に
当
た
り
、実
行
委
員
方

　

式
を
と
っ
て
い
る
。

▼
ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ

　

方
式
の
懇
談
会

　

は
、個
々
の
意
見

　

の
違
い
は
あ
っ
て

　

も
、参
加
者
同
士

　

で
問
題
意
識
を
共

　

有
で
き
る
と
感
じ

　

た
の
で
取
り
入
れ

　

た
い
。

ポ
イ
ン
ト

ポ
イ
ン
ト

※ワールドカフェ方式…カフェで話し合いするように少人数でリラックスした雰囲気で話し合い、途
　中何度か席を変えて話し合いを行うことで、参加者同士が意見や知識を共有する話し合いの手法。

※

　（立身　万千子）（菅原　正志）

※エンゼルヘルパー…妊娠中や出産後に、手伝いをしてくれる人がいない方に対し、
　家事や育児のお手伝いをする制度。

（
菅
原

　

惠
悦
）

写真提供：宮城県柴田町議会

※
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先進地から学ぶぎかいトピックス

　滋賀県のほぼ中央に位置し、
西の湖 ( 琵琶湖で一番大きい内
湖 ) は、ヨシの群生地である水
郷地帯で琵琶湖八景の一つに数
えられている。
　また、陸上と湖上の交通の要
衝という地の利を得て、多くの
城が築かれ、また近江商人の基
礎を築いたところである。

　五
ご か

箇 荘
しょう

金
こんどう

堂は1998年に重
伝建に選定。「特定非営利活動法
人金堂まちなみ保存会」は、
2007年にＮＰＯ法人格を取得
し、主に伝建事業に関わる相談
業務について市からの委託を受
けている。伝統的建造物の数は
約300棟。

　滋賀県の南東部に位置し東西
に細長く、市域の中央に愛知川
が、南西部に日野川が流れ、流
域には平地や丘陵地が広がる。
緑豊かな田園地帯を形成し豊か
な自然と交通の要衝として栄
え、多くの企業家と数多くの文
化が育まれてきた町である。

■ＶＲ安土城プロジェクト
　市の観光振興に役立てようと
2010年の合併を機にスタートし、
2013年にタブレットやスマート
フォンで見られるようにした。
■ＶＲ安土城シアター完成
　専用コントローラーを使って映
像空間内を自由に動き回れるマ
ニュアルモードを導入。

■伝統的建造物の修理・修景事業
　住民団体の関わり方はどうか。
■まちなみ保存会と地域住民
　どのような関係性をもって運営
されているか。
■自主防災体制・防火対策
　消火器を各戸に配布。防災マッ
プの配布。女性消防隊の編成。
月１回の訓練と器具点検を実施。

■危機管理センター
　市庁舎新館建設に合わせて、
2014 年度に新設。
■最新の施設整備
　各種システムとの連携やマル
チディスプレイの設置など最新
の施設整備。
■8画面システムの活用
　頻繁に氾濫する河川にカメラ
を設置し、現場映像を配信。

▶城跡だけでは当時のことも分から
　ず、ＶＲ導入前は知名度とは裏腹に
　非常に少ない観光客だった。
▶資料館や考古博物館は市街地から
　離れた場所で、不便さが感じられる
　こともありＶＲを導入した。
▶横手市でＶＲを導入するためには、
　当時の詳細な資料が必要になる。

▶ＮＰＯ法人格として10年を経過
　し、規模の大きさや高齢化による後
　継者問題がでてきている。
▶修景相談の際、行政と住民との仲介
　役としての役割を担っている。
▶観光に特化した修景だけではない
　など、当市の取り組みと対比するこ
　とができた。

▶精度の高いオペレーション映像を見
　ながら双方での音声通話ができ、瞬
　時に災害現場と本部の情報共有がで
　きるなどの点は素晴らしい。
▶災害現場を撮影する担当者の安全性
　確保が大きな課題と感じた。
▶職員が24時間対応できる体制が確
　立されている。

ＶＲ安土城高精度型
システムについて

「まちなみ保存会」の
取り組みについて

現場映像を活用した
危機管理センターについて

7月24日（水）／滋賀県近江八幡市7月25日（木）／滋賀県東近江市 7月25日（木）／滋賀県東近江市

ポイントポイント ポイント

視察を終えて視察を終えて 視察を終えて 視察を終えて視察を終えて 視察を終えて

総務文教常任委員会

　（菅原　惠悦）

※シティズンシップ教育…社会参加に必要な知識、技能、価値観など市民が備える
　べき市民性を育成するために行われる教育。
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　私たち十文字中学校は，令和という新時代の始
まりとともに，開校１０年の節目を迎えました。
これまでの伝統を受け継ぎ，そして私たちの力で
さらに輝きを増した十中を作り上げていきたいと
いう思いを込め，今年度「Shining ～最高を求
め続けて～」という生徒会テーマを掲げ活動して
います。
　本校では，生徒会で制定した「十文字中学校　
あい宣言」のもと，校歌の一節にもあるように全
校生徒が日々「かたりあい，たかめあい」ながら
学校生活を送っています。また今年度は全校縦割
り活動にも力を入れています。体育祭や合唱コン
クールの練習で，学年を越え，一緒に活動するこ
とで，十中生の絆がさらに深まっていると感じて
います。
　10年目の節目をしっかりと「見つめて」，また，
私たちが新たに作り上げる伝統や校風を「見据え
て」，そして常に上を目指して最高のものを「求
め続けて」，これからも全校生徒一丸となって前
に進み続けたいと思います。

十文字中学校生徒会企画部

Shining ～最高を求め続けて～

十文字中学校生徒会企画部の皆さん

編集後記

分 科 会 長　奥山　豊和
副分科会長　加藤　勝義

委 員　播磨　博一 
委 員　髙𣘺　聖悟           
 委 員　土田百合子
委 員　山形　健二

　稲刈りも終わり、秋も深まってきました。
　ご愛読いただいている議会だよりですが、現委員での
編集は本号が最後。これまで、多くの方に目を通しても
らえるよう、紙面づくりを工夫してきました。これから
も議会の情報をしっかり届けられるよう、次の委員にバ
トンを渡したいと思います。　　　　　　（播磨　博一）

◆広報広聴委員会広報分科会◆
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